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【校歌】 

 

 

 

【校章の由来】 
 校章のデザインは、小学校の「小」と川崎の「川」の文字を基に、全体を円で統一

し、和と協力を象徴しているんだって。真ん中には校名を置いて上作延小学校の子どもの

一人であるという自覚をもち、上の矢印は子どもの進歩と発展を期待してデザインされた

んだ。 
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第１節は、太陽の光がさんさんと降りそそいでいる下で活動している健康そうな子どもの姿を、 

第２節は、周囲の緑の丘が上作延小学校を見守っていく姿をイメージしたものです。 

第３節は、一人一人が目標に向かって前進すると同時に明日の日本を築く自負と喜びをこめて作

られました。 


